
カリキュラムとGraduation Policy(GP)との相互依存関係一覧表

記入者名
記入年月日 2006年4月1日
学部・研究科名 教育学部
学科・専攻等名 学校教育教員養成課程

コース等名 教科教育コース・技術教育選修

授業科目名 授業科目の主題（箇条書）
（この授業科目における中心となる
題目・問題・テーマ等を箇条書に記
入する。）

授業科目の到達目標（箇条書）
（この授業科目の学習後に到達すべき
最低限の（行動）目標を学生が主語で
行為動詞を使用して箇条書に記入す
る。）

S１．教育理念理解力・教
職展望力：　教育の理念
や制度、教職の意義を理
解し、広い視野から自
己の将来のあり方を展
望することができる。

S2．教育方法・技術力、指導
力：　幼児・児童・生徒の心
身の発達段階や教科の特
質、教育方法・技術の基礎
を理解修得し、発達段階に
応じた指導をすることができ
る。

S３．生活指導力：　道徳・
特別活動・生徒指導に関す
る教育方法を修得し、幼児・
児童・生徒の生活全般に渡
る指導を行うことができる。

S４．教育実践力：　教育
現場における指導全般
を実践的に理解・体得
し、現場での適切な指
導を行うことができ
る。

1. 技術の各分野（技術科教育法、
電気、機械、木材加工、金属加
工、情報、栽培）の専門的内容を
理解し、小中学校等における教育
実践に生かすことができる。

2. 各分野の演習技術を
習得し、安全等に配慮
した技術教育に係わる
指導を行うことができ
る。また、コンピュー
タを有効に活用するこ
とができる。

3. 課題に係わる研究を通じて、演
習などの計画立案、実施、評価お
よび実施計画の改善をする能力を
養い、結果を文書にまとめ発表す
ることができる。また、学校現場に
おける課題解決型学習の指導に
生かすことができる。

学部共通科目

総合演習 人類に共通する課題や日本社会に関わる
課題について学ぶ。

１．人類や日本社会の課題を理解し、説明で
きる。　　２．上記の課題を分析・検討し、自分
の意見を持つことができる。
３．上記の課題についての自分の意見を相手
に応じて分かりやすい形で伝えることができ
る。

 １．◎
 ２．◎

 ３．◎  １．△
 ２．△
 ３．△

教職概論 １．教職の意義や魅力、求められる資質、
能力などについて理解する。２．教職への
意欲、志向、使命感などを育む。

１．教職の意義や基礎知識について理解し、
説明できる。
２．教職への意欲や積極的な構えを持つこと
ができる。
３．教職に就くための４年間の学習計画を立
てることができる。

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎

 １．△  １．△  １．△

教育原論 １．教育を成り立たせる原則
２．教育の理念・目標とそれを支える思想
の歴史的展開

１．教育の理念，目標，思想，歴史について説
明できる．
２．授業で取り上げた問題について自分の意
見を述べることができる．
３．教育について系統的に考えようとすること
ができる．

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎

教育哲学 １．教育哲学の学問的性格
２．シュプランガーの生涯と教育哲
学
３．シュタイナーの教育哲学とシュ
タイナー学校の教育

１．教育哲学の学問的性格が理解でき
る
２．シュプランガーの生涯と教育哲学
が理解できる
３．シュタイナーの教育哲学とシュタ
イナー学校の教育の特色が理解できる

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎

教育史 １．日本の教育の理念・思想の歴史
的展開
２．日本の教育の歴史的性格

１．日本の教育の理念・思想の歴史的展開に
ついて説明できる．
２．授業で取り上げた問題について自分の意
見を述べることができる．
３．日本の教育の歴史的性格について説明す
ることができる．

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎

発達心理学 １．人間の発達の原理・要因につい
て理解を深める。
２．発達段階及びその発達課題につ
いて学習する。
３．学校・家庭・地域など身近な場
面での生涯発達として捉える。

１．自己の理解の上に立ち、発達心理
学的知識を確実に吸収する。
２．知識やデータを主体的に受け入
れ、自ら考え、判断できる。
３．日常生活に密接した興味・関心の
ある内容に意欲的に取り組む。
４．心理学的研究の方法や分析など基
本的な手法について理解できる。
５．心理学を科学として位置づけるこ
とができる。

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎
 ４．◎
 ５．◎

教育心理学 １．学校における教育活動において
子どもをどのようにとらえるべきか
を概観する。
２．児童・生徒の発達と学習の原
理、個性の理解、さらに障害児童生
徒の心理、教育評価についてデータ
に基づいて説明する。
３．いろいろな指導法や心理療法に
ついて概説する。

１．子どもへの援助的な指導のあり方
について理解できる。
２．児童・生徒の発達と学習の原理、
個性の理解、さらに障害児童生徒の心
理、教育評価における理論について、
データに基づいた見方ができる。
３．いろいろな子どもに沿った指導法
や心理療法があることを理解できる。

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎

 １．○
 ３．○

教育社会学 　本講義では、準拠集団における子
どもの社会的発達（＝社会化）につ
いて理論的・実証的に理解するとと
もに、教育社会学的研究の基礎をつ
くる。

１．社会化概念について説明できる。
２．子どもの発達に対する準拠集団の実態・
課題について説明できる。
３．講義中で触れた領域について自分の意見
を論理的に展開できる。
４．現代社会における「子ども・教育」問題を
指摘できる。またその出現・解決のメカニズム
について自分なりに解決しようとする意志を
示す。

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎
 ４．◎

教育制度 １．学校教育には様々な「制度」、
「仕組み」が存在している。それら
について、テキスト、ビデオ、配付
資料をベースに解説を加えていく。
２．基本的に講義形式の授業だが、
適宜意見を求めることがある。

１．学校教育を中心とする教育制度の
概要が理解できている。
２．教育制度の特徴や課題について自
ら具体例をあげながら論じることがで
きる。

 １．◎
 ２．◎

教育法規 １．教育法規を初めて学ぶ者を対象
に、現行教育法規の要点をできるだ
け分かりやすく解説する。

１．現行教育法規の要点が理解できて
いる。
２．主要な教育法規について、法規定
の文言、その意図するところを把握で
きている。

 １．◎
 ２．◎

社会教育  1. 生涯学習の観点から社会教育を
方向づけるとともに、社会教育の各
分野の基本的事項と課題について説
明する。

１．生涯学習のねらい、キー概念などの基本
的事項について理解できる。
２．社会教育の各分野の概要と課題について
理解できる。

 １．◎
 ２．◎

国際理解教育概説 １．国際理解および国際理解教育の
必要性、基本概念、範囲について理
解する。
２．各自の専門教科での国際理解教
育の取り入れ方や実践方法について
考える。
３．現在の日本の学校教育における
国際理解教育との関連性を政策面お
よび実践面から理解する。

１．国際理解および国際理解教育の必
要性や概念 と歴史的展開について理
解し、説明することができる。
２．国際理解教育の実践事例を自身の
専門性と関連付けて考察することがで
きる。
３．日本の学校教育と国際理解教育の
関連性を理解し、説明することができ
る。

 １．◎
 ２．○
 ３．◎

 ２．◎
 ３．○

教育方法学 １．授業の基本原則
２．主体的な学びの成立と指導
３．教育課程の編成

１．授業が持つ４つの基本的性格につ
いて理解し、説明できる。
２．児童・生徒の主体的な学びを呼び
起こす指導の諸技術について説明でき
る。
３．教育課程の編成原理と方法につい
て説明できる。

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎

教育メディア論（教
育課程，情報機器
及び教材を含む。）

教授・学習過程（授業）において、「わか
る」、「楽しい」授業をめざしたさまざまな教
材教具としての教育メディアの意義や役
割、効果について学修する。さらにパソコ
ン、インターネットなどによる多様化した今
日の授業形態について考察し、教育メディ
アを効果的に活用した授業設計-実施-評
価について学修する。

1. メディアを利用した授業の特徴を理解でき
る
2. 論理的、批判的な思考力と判断力につい
て学び実践できる
3. メディアを利用した教材の開発ができる
4. 自発的、独創的に取り組む姿勢がもてる
5. メディアを利用したプレゼンテーション実践
を通して、その計画・実施・評価ができる

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎
 ４．◎
 ５．◎

道徳教育 １．道徳の語源と意味
２．西欧の道徳観の変遷
３．道徳教育の目的・内容・方法

１．道徳の語源と意味について理解で
きる
２．西欧における道徳観の変遷につい
て、哲学的、歴史的な観点から理解で
きる。
３．道徳教育の目的・内容・方法につ
いて　理解できる。

 １．◎
 ２．◎

 ３．◎  ３．◎

特別活動 １．特別活動の目標と内容
２．学級指導の基本原則と方法
３．特別活動の指導計画

１．特別活動の目標と内容について理
解し、説明できる。
２．学級活動の指導原則とその方法に
ついて説明できる。
３．特別活動の指導計画作成の基本的
観点と構成要素について理解し、指導
できる。

 ２．○  １．◎
 ２．◎
 ３．◎

 ２．△
 ３．△

生徒指導概論 １．生徒指導の意義と目的
２．生徒指導の内容と方法
３．生徒指導計画

１．生徒指導の意義と目的について理
解し、説明できる。
２．生徒指導の内容と方法について理
解し、説明できる。
３．生徒指導計画の基本的観点と構成
要素について理解し、説明できる。

 ２．○  １．◎
 ２．◎
 ３．◎

 ２．△
 ３．△

教育相談・進路指
導

１．生徒指導と教育相談の違いにつ
いて説明する
２．学校における不登校、いじめ、
非行などさまざまな問題に対する基
本的姿勢について解説する。
３．臨床心理学のさまざまな技法に
ついて解説する。

１．生徒指導と教育相談の違いについ
て理解する。
２．不登校、いじめ、非行などさまざ
まな問題の原因を理解し、それらに対
する基本的姿勢を身につける。
３．臨床心理学のさまざまな技法につ
いて基本的技法を理解する。

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎

教育学部の教育目的（具体的に記述・箇条書き） 学校教育教員養成課程の教育目的（具体的に記述・箇条書き） 教科教育コース・技術教育選修の教育目的

学校教育および社会のさまざまな分野において教育の素養をもって貢献できる人材の養成を目的とする。 子どもを愛し教育および教職に対する責務を深く自覚することを基礎として、児童・生徒の生活指導から教科指導に
渡る幅広い能力を持った人材を養成する。

技術分野の講義、演習、実習を通して、ものをつくる楽しさや手ごたえを知り、生きて働く
知恵や仕事に向かっていく力、工夫創造する能力などを培い、人間としての調和のとれ
た成長を目指す。同時に、これらを学校現場で指導できる人材を養成する。

学校教育教員養成課程教科教育コース・技術教育選修のカリキュラム

学校教育教員養成課程のGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事項、○＝ＧＰ達成のため
に、重要な事項、△＝ＧＰ達成のために、望ましい事項）

教科教育コース・技術教育選修のGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特
に重要な事項、○＝ＧＰ達成のために、重要な事項、△＝ＧＰ達成のために、望ましい
事項）

教職に関する科目（小・中）



事前・事後指導 １. 教育実習前と後に行う指導を通し
て、高等学校での教育実習の目標の達
成をより確かなものとする
2. 教育実習に求められる必要不可
欠な基本的・基礎的事項を身につけ
る
3. 教育実習の意義・概要・指導方
法についての講義を行う
4. 教育実習で得られた経験から教
育実習における問題点の整理し、実
習前の教育観、授業観、子ども観と
の対比から教育や授業に対する課題
を認識する

1教育実習を行うにあたって必要な基本的事
項、教育実習にあたる心構えを身につけ、実
行できること
2. 授業記録を作成することができる
こと
3. 授業参観等を通して、教育観、学校観、
授業観、子ども観をまとめることができること
4. 授業参観等を通して、自分が行い
たい学習指導、生活指導・生徒指導を
説明できること
5. 教育実習で得られた経験から教育実習に
おける問題点を整理することができること
6. 教育実習を通して習得した内容を
まとめることができること
7. 実習前の教育観、授業観、子ども観との
対比から教育や授業に対する課題を認識す
ることができること
8. 教育実習を通して、学習指導、生
活指導・生徒指導の観点から自分の変
容について説明することができること

 ３．○
 ７．○

 ４．○
 ８．○

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎
 ４．◎
 ５．◎
 ６．◎
 ７．◎
 ８．◎

小

教科教育法国語 小学校の国語科教科書における文学
教材の学習指導のあり方について考
究する。過去の優れた実践例や現在
の指導例を紹介しつつ、今日の文学
教育が当面する課題や問題点を検討
してゆく。

１．文学教育の変遷および今日的課題
について、概要を説明できる。
２．文学教育の問題点や今日的課題に
ついて、自分の考えをまとめることが
できる。
３．文学教育への関心を深め、実際の
学習指導の改善に意欲的に取り組むこ
とができる。
４．多角的な視点から問題点を捉え、
考察を加えることができる。
５．自分の見解を口頭や文章で適切に
表現できる。；

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎
 ４．○
 ５．◎

教科教育法社会

１．小学校社会科の教材研究と教材
構成
２．小学校社会科の授業構成

１．地域調査や教材研究を通して、小
学校に対応した学習資料を作成でき
る。
２．一定の題材に関する小学校社会科
の学習を構想できる。

 １．◎
 ２．◎

教科教育法算数 １．小学校算数に関わる基本的な指導内
容について解説する。
２．小学校算数の指導方法に関して解説
する。

１．小学校算数に関わる基本的な指導内容に
ついて理解する。
２．小学校算数の指導方法について基本的な
判断ができる。

 １．◎
 ２．◎

教科教育法理科 小学校理科に関わる科学的事象の中から
重要な教材を取り上げ、実験・観察を主体
とした授業を行う。

1.小学校理科教材に関する基礎的知識を理
解し、説明できる
2.小学校理科に関する実験・観察の技能を修
得し、結果について適切な分析や評価ができ
る
3.自然事象を初め、身の回りの事象に広く興
味関心をもつ
4.理科に関する児童の興味・関心を高める教
授法を工夫できる

 １．◎
 ２．◎
 ３．○
 ４．◎

 ４．◎

教科教育法生活 生活科の理念、目標、内容、方法に
ついて、わが国の学校教育の歴史と
今日的な諸問題とを関連させながら
講義する。なお、学校教育現場の教
師による講義も後半に含め、生活科
の授業計画や具体的指導のノウハウ
について学ぶ。

１．生活科の理念、目標、内容、方
法、課題について説明できる。
２．生活科の指導内容と関連させなが
ら、低学年児童の発達特性ついて説明
できる。
３．授業で取り上げた各領域について
自分の意見を論理的に述べることがで
きる。
４．生活科に対する関心を広げ、問題
意識を高めることができる。
５．日常生活の中で自然や社会と自分
とのかかわりについて主体的に考える
ことができる。
６．日常生活の中で生活科で身につけ
た技能を活用し、表現することができ
る。

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎
 ４．◎
 ５．◎
 ６．◎

教科教育法音楽 １．小学校の音楽科の実践に必要
な、音楽科の役割・音楽的発達・音
楽科の目標・評価などの知識や学習
理論について教授する。
２．実践に向けて、学習計画・学習
指導案について教授し、実際に教材
研究を行って学習指導案を作成し、
その模擬授業を通して授業研究を行
う。

１．小学校音楽科に関する知識や学習
理論を習得し、それらを音楽科の実践
研究に活用することができる。
２．学習指導案の作成・模擬授業の実
践を通して、小学校音楽科の内容・方
法について研究することができる。

 １．◎
 ２．◎

教科教育法図画工作本授業は性格上、以下の２側面を持つ。
（１）美術科教育学の基礎。就学全教育・
初等教育・中等教育を通しての普通教育
における美術教育の基礎的必須事項の習
得。「美術科教育学Ⅰ〜Ⅳ」の基礎。（２）
初等教育段階での美術教育の意義・歴
史・目的・内容・方法・対象・制度等の理
解。小学校免許取得のための教職専門科
目。

1.普通教育における美術教育の基礎的
必須事項即ち初等教育段階での美術教
育の意義・歴史・目的・内容・方法・
対象・制度等を理解する。

 １．○  １．◎

教科教育法体育 1.小学校における体育科の教育内
容・方法について学習する。
2.授業は体育領域（海野）と保健領
域（友定）に分け実施する。そのた
め２グループ編成で、６～７回で担
当を交代する。

１．小学校体育科の体育領域および保健領
域について、その教育目標、教科内容･教材
づくり、教育方法等に関する基礎的事項を理
解する。

 ◎

教科教育法家庭 １．小学校学習指導要領「家庭科」
の歴史的変遷について
２．現行小学校家庭科の目標、内
容・指導方法・評価について
３．家庭科の独自性について
４．授業設計の基本的観点について
５．指導案の作成

1.小学校学習指導要領の変遷を理解す
る。
2.家族や人と関わる意味やよさについ
て説明できる。
3.実習における安全、衛生を説明でき
る。
4.家庭科の教材と「よりよい家庭生
活」形成の関連について理解する
5．「よりよい家庭生活」形成に向け
て自らが実践しようとする。
6.小学校家庭科の基本的な事項につい
て理解する。
7.授業を組み立てる際の基本的な観点
について理解する。
8. 児童の生活実態をふまえ、児童が
興味・関心・意欲をもって取り組める
指導案を作成できる

 １．◎
 ２．○
 ３．○
 ４．◎
 ５．○
 ６．◎
 ７．◎
 ８．◎

教育実習（初等）I 幼稚園教諭免許･小学校教諭免許のため
の基本および応用実習

１．小学校･幼稚園における全般的な教育活
動を体得する。
２．児童に対する理解を深める。
３．教育指導技術を修得する。

 １．○
 ２．○
 ３．◎

 １．○  １．◎
 ２．◎
 ３．◎

教育実習（初等）II 幼稚園教諭免許･小学校教諭免許のため
の基本または応用実習

１．小学校･幼稚園における全般的な教育活
動を体得する。
２．児童に対する理解を深める。
３．教育指導技術を修得する。

 １．○
 ２．○
 ３．◎

 １．○  １．◎
 ２．◎
 ３．◎

技術科教育法I

中学校技術・家庭科の技術系列の役
割や意義についての理解を深めると
ともに、教科で培うべき技術的能力
や教科の歴史などの基本的事項につ
いて講義する。

1.技術科教育に関しての説明が出来る
2.技術科教育に関して自分なりの考え
を述べることが出来る
3.技術科教育に対する関心を高め、問
題意識を持つことが出来る；

 1○  １○
 ２△
 ３△

 １◎
 ２○
 ３△

 １○
 ２○
 ３△

 １○
 ２○
 ３△

技術科教育法II

技術・家庭科の技術系列の教育活動
を支える学習要件や学習内容につい
て講義する。

1.技術・家庭科の技術分野の学習内容
や指導技術、学習指導法について説明
ができる
2.技術・家庭科の技術分野の学習内容
や指導技術、学習指導法について考え
を述べることができる
3.技術・家庭科の技術分野の学習内容
や指導技術、学習指導法について問題
意識を持つことができる；

 １○  １○
 ２△
 ３△

 １◎
 ２○
 ３△

 １○
 ２○
 ３△

 １○
 ２○
 ３△

技術科教育法III

実践的立場に立って技術・家庭科の
授業の見方や考え方などができるよ
うに、より具体的な知識や方法を習
得する学習を演習的に行う。

1.指導計画や学習指導案についての具
体的な説明ができる
2.技術・家庭科の授業について自分な
りの見方や考え方などができる
3.技術・家庭科の指導上の問題点など
を積極的に見いだそうとする；

 １○  １○
 ２△
 ３△

 １◎
 ２○
 ３△

 １○
 ２○
 ３△

 １○
 ２○
 ３△

技術科教育法III

  技術・家庭科の技術分野の教材研
究を行うと共に、選択した教材につ
いての授業化案を演習的に行う。

1.技術・家庭科の技術分野の教材と授
業化について説明できる
2.技術・家庭科の技術分野の教材と授
業化について自分なりの考えができ
る；3.技術・家庭科の技術分野の教材
と授業化について問題意識を持つこと
ができる；

 １○
 １○
 ２△
 ３△

 １◎
 ２○
 ３△

 １○
 ２○
 ３△

 １○
 ２○
 ３△

教育実習（中） 中学校教諭免許･高等学校教諭免許のた
めの基本および応用実習

１．中学校･高等学校における全般的な教育
活動を体得する。
２．生徒に対する理解を深める。
３．教育指導技術を修得する。

 １．○
 ２．○
 ３．◎

 １．○  １．◎
 ２．◎
 ３．◎

教育実習（高） 中学校教諭免許･高等学校教諭免許のた
めの基本または応用実習

１．中学校･高等学校における全般的な教育
活動を体得する。
２．生徒に対する理解を深める。
３．教育指導技術を修得する。

 １．○
 ２．○
 ３．◎

 １．○  １．◎
 ２．◎
 ３．◎

介護等体験実習 養護学校及び社会福祉関係の諸施設
において、合わせて７日間、介護等
の体験を行う。

個人の尊厳及び社会連帯の理念に関す
る認識を深め、教員としての資質を向
上させる。

 ○  ◎

国際理解教育論 １．国際理解教育とは何かを理解す
る。
２．国際理解教育の扱う分野につい
ての知識を広げる。
３．国際理解教育を学校教育で行う
際の計画をたてる。

１．国際理解教育の理念と歴史を理解
する。
２．地球的な課題について知識を深
め、理解する。
３．地球的な課題についての自分の意
見を持てる。
４．学校で実践する際にどのような内
容にすればよいかを考え、判断でき
る。
５．学んだことを自分の関心のある題
材に応用することができる。
６．複雑な国際問題を理解しようとす
る。                         ７．
批判的に考えることができる。
８．自分の意見を論理的に発表できる

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎
 ４．○
 ５．○

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎
 ４．◎
 ５．◎
 ６．◎
 ７．◎

 １．○
 ２．◎
 ３．◎
 ４．◎
 ６．○
 ７．○

教職に関する科目（小）

教職に関する科目（中）

教科または教職に関する科目

教科に関する科目（小学校専門科目）



初等科国語 本授業では先ず、言語と人間の関係
及び国語学力の内実について、考案
し、次いで小学校国語科授業を構想
する基礎となる教材分析の視点ちお
方法について具体的な説明を試み
る。

１．言語の機能について説明できる。
２．小学校国語科の「内容」の得失に
ついて説明できる。
３．教材を多角的に検討し、指導すべ
き内容を的確に抽出できる。
４．言語の役割や働きに高い関心を持
つ。
５．積極的に教材開発分析に取り組む
ことが出来る。
６．小学校国語科の「内容」について
問題意識を持って考えることができ
る。
７．考察した結果や問題点を文章で適
切に表現できる。
８．文学教材の授業改革はどうあるべ
きなのかについて理解する。
９．改革の視点を考えることができ
る。　　　　　　　１０．授業改革に
ついて関心を示すことができる。
１１．まじめに取り組むことができ
る。

 １．○
 ２．○
 ３．◎
 ４．○
 ５．◎
 ６．◎
 ７．○
 ８．◎
 ９．◎

 １０．◎

初等科社会 小学校社会科の題材として取り上げ
られている内容について、それぞれ
の専門的視座から問題構造の概要を
概説し、教材開発への方向性を示唆
する。

1. 小学校社会科の題材として取り上
げられている内容について、歴史学、
地理学、法律学、社会学、哲学倫理学
のそれぞれの立場から基礎的な理解を
深める。　　　　　　　　　　　2.
小学校社会科教材分析の視点と方法を
習得する。

 １．◎
 ２．◎

初等科数学 １．学校教育の範囲で扱えるさまざまな数
学的問題に自ら取り組む。
２．数学的見方・考え方，数学の面白さ，数
学の価値等について考察する．

１．学校教育で扱えるさまざまな数学
に理解を示すことができる。
２．数学的見方・考え方，数学の面白
さ，数学の価値等について具体的に指
摘することができる。

 １．◎
 ２．◎

初等科理科 １（前半）受講者全員に対して、理科教育
の歴史、教授方法、教材研究等について、
池田が講義する。
２（後半）小学校理科における学習内容お
よびその背景となる基礎を、物理化学分野
と、生物地学分野に分けて講義する。

1.小学校理科に関する教材を科学的に理解
する
2.自然事象に興味関心をもつ
3.小学校理科の教材研究ができる

 １．◎
 ２．○
 ３．◎

 3.○

初等科生活 １．小学校低学年の生活科授業を運
営して行く上で必要な栽培、飼育、
表現等の知識、技能の修得を目指
す。

１．生活科授業運営に必要な知識、技
能を獲得する。
２．体験型授業の基本を理解し、構想
できる。

 １．◎
 ２．◎

初等科音楽 小学校における音楽科の教育実践に
必要な音楽の専門的な知識や技術に
ついて指導する。

１.音楽に関する知識や理論が身についてい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２意
欲的に音楽活動に参加し、創造的に音楽を
表現することができる。
３.積極的に音楽的技能の習得に取り組み、
音楽表現に生かそうとすることができる。

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎

小学校歌唱伴奏法 ピアノ演奏の基礎と、その発展した
形として、簡易伴奏法及び弾き歌い
を学習する。

１．平易なピアノ曲を、中断せずに最
後まで演奏することができる。
２．小学校の歌唱教材の弾き歌いがで
きる。

 １．◎
 ２．◎

初等科図画工作 小学校の図画工作科の授業をするう
えで必要な美術の基礎的技術、知識
を習得する。平面造形、立体造形、
鑑賞の３つの分野を学習する。

１．小学校の図画工作科における題材
を理解し、表現技術と理解のための知
識を習得する。
２．また、美的感覚を練磨する。

 １．◎
 ２．◎

初等科体育 1.　小学校体育における各種の運動
教材のうち、実技を通した学習とし
て体操・器械運動とタグフットボー
ルを学習する。              2.な
お、実技は２班に分かれ、体操・器
械運動とタグフットボールを途中交
替してそれぞれ７回ずつ行う。

1.体操・器械運動とタグフットボール
に関する知識およびルールの正確な理
解
2.講義に真摯に取り組む態度
3.体操・器械運動とタグフットボール
の実習および指導

 １．◎
 ３．◎

初等科家庭 小学校で、家庭科を指導するために
必要な基礎知識を学習する。食物・
被服・住居・家族の4領域について
学ぶ。

1.家庭科教育の各領域における基本的
な知識を獲得する
2.各領域の専門的事項を教育に活用す
ることについての判断ができる
3.専門的内容の理解に基づいて、家庭
科教育に対する関心と意欲を高める

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎

製図

1.「ものづくり」を行う際に必要と
なる製図について,その基礎的な知
識と作図法を習得する。
2.授業は，講義とこれに続く演習を
基本的な構成とし，授業計画に沿っ
て出題する課題を通して実践的な力
を身に付ける。

１．製図の意義を知る。
２．基本的な製図方法について理解す
る。
3．製図を正しく読み取ることができ
る。
4．進んで製図を描こうとする。
5．様々な製図に関心を持とうとす
る。
6．きれいな図面を描くよう心がけて
いる。
7．正しい図面を描くようにしてい
る。　　　　　　　　　　　　  8．
製図用具が正しく扱える。
9．製図用具が効率的利用できてい
る。
10．読みやすい，きれいな製図を描く
ことができる。

 １◎
 ２○
 ３○
 ４△
 ５△
 ６○

 １○
 ２◎
 ３◎
 ４◎
 ５△
 ６◎

 １△
 ２△
 ３△
 ４△
 ５△
 ６△

木材加工法(実習を
含む。）

1.木材およびその加工に関する基礎
的な講義を行った後，実習を行い実
践的にこれを理解する。
2.実習では，中学校の技術・家庭科
での指導を想定し,手加工を中心と
した基本的な加工法を身に付ける。

１．木材および木質材料の特徴と加工
方法に関する基礎的知識・理解；
2．目的等を勘案し，適切な材料や加
工方法を選択できる。
3．全体および場面ごとの段取りが行
える。
4．進んで木について知ろうとする。
5．進んで，加工方法等について知ろ
うとする。
6．加工方法や工程を検討し，工夫し
ようとする。
7．工具等の手入れを行おうとする。
8．実習室の整理・整頓ならびに美化
を図ろうとする。
9．工具や機械が安全かつ正しく扱え
る。
10．製作品が寸法どおりに製作できて
いる。

 １◎
 ２○
 ３△
 ４△
 ５○

 １○
 ２◎
 ３○
 ４△
 ５△

 １△
 ２○
 ３◎

 △
 ４△
 ５△

木材加工学

1.木材加工法で学習した内容をさら
詳しく説明し，木材やその加工方法
に関する知識や理解を深める。
2.授業は講義が中心となるが，必要
に応じて演習を含める場合がある。

１．木材および木質材料について説明
できる。
２．木材加工に使用する工具や機械に
ついて説明できる。
３．作業の安全や管理について説明で
きる。
4．木材や木質材料について進んで知
ろうとする。
5．木材の加工について，進んで知ろ
うとする。
6．身の回りの木々や自然環境につい
て感心を持っている。
7．木材と人との関わりについて，正
しく理解しようとしている。

 １◎
 ２◎
 ３○
 ４△

 １○
 2○
 ３◎
 ４○

 １○
 ２○
 ３△
 ４△

木材加工演習

木工具および木工機械の整備をとお
して，その加工原理や仕組み，安全
対策を学びます。

1.木工具の整備ができる。
２．木材加工機械の点検。・整備ができる。
３．木材加工における安全対策ができる。

 １△
 ２△
 ３○

 １◎
 ２○
 ３◎

 １△
 ２△
 ３○

総合技術I

1.われわれの身の回りにある製品
は、その多くが数種の材料を組み合
わせて作られている。製品に求めら
れる機能やデザインが複雑化、高度
化しつつある今日、材料が持つ様々
な性質や特徴を知り、適切に組み合
わせることは、技術ならびにもの作
り教育に携わる教員にとって、必須
の知識であり能力といわざるをえな
い。　主な学習内容は、各種材料の
物理的、化学的、機械的性質の比較
検討、製品の考案・設計と素材の選
定、加工方法ならびに加工性の検
討、各種材料を組み合わせることに
よる長所と短所の検討、安全指導お
よび管理等が挙げられる。

1.加工に必要な，素材に対する知識・
理解を有している。
2.適切な素材や加工方法を選択でき
る。
3.構想立案が行える。
4.積極的に加工について知ろうとして
いる。
5.問題解決的に取り組んでいる。
6.加工に必要な技能を有している。作
品の完成度。

 １△
 ２○
 ３△
 ４△
 ５△

 １△
 ２○
 ３○
 ４△
 ５△

 １△
 ２△
 ３◎
 ４△
 ５◎

金属材料学

1.私たちの生活で活用されている金
属材料について、その結晶構造、製
造方法、物理的性質、化学的性質、
機械的性質、熱処理法、特徴、使用
方法について解説する。
2.主に、鉄系材料について概説す
る。

1,金属材料の種類を説明できる。
2.金属材料の特性と活用法を関係づけ
る。
3.金属材料の種類の違いを類別でき
る。
4.金属材料の性質の違いを指摘でき
る。
5.金属材料の性質を討議できる。
6.金属材料の関心度の向上に寄与でき
る。
7.金属材料の性質評価に参加できる。
8.金属材料の性能分析に協調できる；
9.金属材料の性質を評価する知識が得
られる。
10.金属材料の材料設計法が展開でき
る。

 1○
 2○
 3○
 4○
 5○

 1○
 2○
 3○
 4○
 5○

 1○
 2○
 3○
 4○
 5○

金属工作法(製図及
び実習を含む。)

1.技術教育の金属加工領域で習得す
べき金属加工用手工具、工作機械の
機能、使用法について解説する。
2.理解を深めるために演習・実習も
併用して行なう。

1.金属加工用手工具及び代表的な工作
機械を説明できる。
2.金属加工用手工具及び代表的な工作
機械を関係づける。
3.金属加工用手工具及び代表的な工作
機械を類別できる。
4.機械加工法を指摘できる。
5.機械加工法を討議できる。
6.ものづくり教育の推進に寄与でき
る。
7.金属加工によるものづくりに参加で
きる。
8.金属加工法に慣れ、協調できる。；
9.金属加工技術を修得できる。
10.金属加工により作品を自由に製作
できる。；

 1○
 2○
 3○
 ４○
 5○

 1○
 2○
 3○
 4○
 5○

 1○
 2○
 ３○
 4○
 5○

教科に関する科目（中学校専門科目）



金属加工演習

1.黄銅と鋼を用いてドライバーの製
作を行い、金属の加工法、金属の熱
処理法を学習する。
2.また、アルミニウム空き缶の溶
解・鋳造によりアルミニウム鋳物
（キーホルダー、家紋（置物））を
製作する。
3.ものづくり教育を推進する力を養
う。

1.金属材料の加工法を説明できる。
2.金属加工とものづくりを関係づけ
る。；
3.金属の機械加工法を類別できる。
4.金属の加工技術について指摘でき
る。
5.ものづくり教育について考える態度
を養う。
6.金属の適切な加工法を討議できる。
7.ものづくり推進教育に寄与でき
る。；
8.金属の特性を知り加工作業に参加で
きる。
9.金属材料の加工作業に協調でき
る。；
10.金属加工用の手工具及び工作機械
が使用できる。鋳造技術を体得でき
る。
11.アルミニウム鋳物のものづくりに
より自分の作りたいものを製作・表現
できる。

 １○
 2○
 3○
 4○
 5○
 6○

 1○
 2○
 3○
 4○
 5○
 ６○

 1○
 ２○
 3○
 4○
 5○
 6○

機械工学I

ものづくりや身近な家庭用機械の動
作原理、構造、及び適切な使用法を
理解するために必要となる機械工学
の基礎について学習し理解を深め
る。

1.機械工学の中で、機械材料、材料力
学、流体力学、計測工学、機械工作法
の基本的な知識の習得を目指す。
2.ものづくりに関して関心を高め、み
ずからの手を使って製作に積極的に参
加できるようになることを目標とす
る。
3.実習時には常に安全に注意するとと
もに、実習にふさわしい服装を着用す
ることを心がける。
4.ノギス、マイクロメータ、ダイヤル
ゲージを使用方法を習得することを目
標とする。；

 １○
 ２◎
 ３○
 ４○

 １○
 ２◎
 ３◎
 ４△

 １○
 ２○
 ３△
 ４△

機械工学II

ものづくりや身近な家庭用機械の動
作原理、構造、及び適切な使用法を
理解するために必要となる機械工学
の基礎について学習し演習やコン
ピュータシミュレーションにより理
解を深める。

1.機械工学の中で、材料力学、機械力
学、流体力学および熱力学の基本的な
知識の習得を目指す
2.機械工学に関して関心を高め、機械
工学に関するさまざまな現象に興味・
関心を示すことができる。
3.授業中はプログラムの作成演習を行
う。
4.毎週ノートパソコンを持参して、積
極的にプログラムを作成することを心
がける。
5.授業中またはレポートで作成したプ
ログラムの動作を確認するとともに、
そのプレゼンテーションを行う。

 １○
 ２◎
 ３○
 ４○
 ５△

 １○
 ２○
 ３◎
 ４◎
 ５○

 １○
 ２○
 ３◎
 ４○
 ５◎

応用機械(実習を含
む。）

1.本講義では、初めに、ロボコンの
歴史とその教育的効果について考察
する。
2.次に、実際にミニロボットを製作
し競技を行なう。
3.簡単なミニロボットの設計製作能
力を身に付けるとともにものづくり
における創造力をやしなう。

1.ロボットの設計製作を通して、中学
校技術科教員に必要と考えられる機械
工学と電気工学の基本的な知識の習得
を目指す。
2.ものづくりに関して関心を高め、み
ずからの手を使って製作に積極的に参
加できるようになることを目標とす
る。
3.実習時には常に安全に注意するとと
もに、実習にふさわしい服装を着用す
ることを心がける。
4.簡単な機械システムの設計製作能力
と機械加工技術を習得することを目標
とする。

 １○
 ２◎
 ３○
 ４○

 １○
 ２◎
 ３◎
 ４○

 １○
 ２○
 ３△
 ４○

総合技術II

1.　機械分野における、機構学につ
いて基礎的な知識を身につけた後、
実際に揺動スライダクランク機構の
設計と製作を行う。
2.さらに機械要素を駆動するアク
チュエータとそれをコンピュータを
使用して制御する方法を学習する。

1.揺動スライダクランク機構の設計製
作を通して、中学校技術科教員に必要
と考えられる機械工学と電気工学の基
本的な知識の習得を目指す。
2.ものづくりに関して関心を高め、み
ずからの手を使って製作に積極的に参
加できるようになることを目標とす
る。
3.実習時には常に安全に注意するとと
もに、実習にふさわしい服装を着用す
ることを心がける。
4.比較的製作が困難な機械システムの
設計製作能力と機械加工技術を習得す
ることを目標とする。

 １○
 ２◎
 ３○
 ４○

 １○
 ２◎
 ３◎
 ４○

 １○
 ２◎
 ３○
 ４◎

電子回路学

1.電気回路で学んだ回路理論の基礎
知識の復習から初め、ダイオードや
トランジスタの動作原理とそれを用
いたた基本的な電子回路について解
説する。    2.また、より実際的な
回路作成のために、オペアンプの基
礎と簡単な応用回路についても説明
する。

1．ダイオード、トランジスタ、オペ
アンプの動作を理解し説明ができる。
2．トランジスタ増幅器の簡単な交流
等価回路が描ける。
3．整流回路、トランジスタ増幅器、
反転増幅器、非反転増幅器の回路図が
描ける。
4．トランジスタの直流バイアス設計
ができる。
5．要求された増幅率の反転増幅器、
非反転増幅器の原理的な設計ができ
る。

 １◎
 2◎
 ３○
 ４△

 １○
 ２○
 ３○
 ４△

 １○
 ２○
 ３△
 ４△

電気回路学

1.直流回路および交流回路で利用さ
れる素子の性質、オームの法則、キ
ルヒホップの法則などを説明し電気
回路の電圧や電流の計算法を解説す
る。       2.また、交流回路の計
算に必要な複素数や行列の計算法も
必要に応じて説明する。

1．直流回路でのオームの法則、キル
ヒホッフの法則を理解する
2．交流回路計算の基礎である振幅や
位相と複素数との対応を理解する
3．コイルやコンデンサを含む交流回
路の複素計算を理解する
4.与えられた直流回路の電圧電流を
オームの法則、キルヒホッフの法則を
用いて計算できる
5．コイルやコンデンサを含む交流回
路の電圧電流をキルヒホッフの法則を
用いて計算できる；

 1○
 2○
 3○
 4○

 1○
 2○
 3○
 4○

 1○
 2○
 3○
 4○

ディジタル回路学

1.コンピューターを構成する電子回
路の中の組み合わせ論理回路とよば
れる回路の設計法や解析法を２値の
ブール代数を計算手段として解説す
る。             2.カルノーマッ
プやクワインマクラスキー法による
回路の簡略化の方法についても説明
する。

1．2値のブール代数演算を習得する
2．ブール関数と真理値表の関係を理
解する
3．カルノーマップ、クワインマクラ
スキー法による簡略化法を理解する
4．ゲートによる回路図とブール関数
の関係を理解する
5.与えられた問題から真理値表を作成
する能力を習得する
6．論理表現で解決可能な問題にブー
ル代数的解法を利用する能力を習得す
る；

 1○
 2○
 3○
 4○
 5○

 1◎
 2◎
 3○
 4○
 5○

 1○
 2○
 3○
 4○
 5○

応用電子(実習を含
む。）

1.電子回路の講義で習得した知識を
もとに、整流回路、トランジスタ増
幅器、オペアンプによる増幅回路を
実際に作成する。
2.また、テスターやオシロスコープ
などの計測器の使い方も合わせて解
説する。

1．作成する電子回路の動作を理解す
る
2．計測器に関する知識を獲得する
3.電子回路作成の意欲と面白さ体験す
る
4.測定した結果を製作や実験内容を含
めてレポートに的確にまとめる能力を
養う

 1○
 2○
 3○
 4○

 1○
 2◎
 3○
 4○

 1○
 2○
 3○
 4◎

情報処理論（実習
を含む。）

　情報技術の発展により社会の情報
化が急速に進展する今日，「情報リ
テラシー」をできるだけ早い時期に
身に付けておくが重要である。情報
リテラシーとは，一言で言えば，コ
ンピュータを道具として利用・活用
する能力のことである。Windows OS
上で，電子メールの送受信，イン
ターネットを利用した情報検索，情
報倫理，文書作成，ホームページ作
成，表計算，プレゼンテーションな
どの演習を行う。

1. パソコンの基本的な操作方法を説
明できる。
2. 基本的なアプリケーションを活用
できる。
3.氾濫する情報の中から，自分の判断
で意味のあるものを選び出すことがで
きる。
4. パソコンに関する情報をインター
ネットなどで収集できる。
5. 自分が専攻する分野の学習にパソ
コンを活用することに，意欲をもやす
ことができる。
6. ネチケットを守った行動ができ
る。
7. グループ作業を協調して行うこと
ができる。
8. マルチメディアを活用した文書を
作成できる。
9. データの集計や分析を行うことが
できる。
10. 情報の発信を行うことができる。
11. 明快で論理的な説明を行うことが
できる。

 １◎
 ２◎
 ３○
 ４○
 ５○
 ６○
 ７○
 ８○
 ９○

 １０○
 １１○

 １◎
 ２◎
 ３○
 ４○
 ５○
 ６○
 ７○
 ８○
 ９○

 １０○
 １１○

 １○
 ２○
 ３○
 ４○
 ５○
 ６○
 ７◎
 ８◎
 ９○

 １０◎
 １１◎

情報基礎I

1.まず、計算機における情報の表現
方法の基礎について説明する。
2.さらに、計算機に適した四則演算
の方式や計算機を構成する基本とな
る論理演算及び論理回路について説
明する。
3.最後に、中央処理装置や主記憶装
置の基礎となる回路について説明す
る。

1.情報の表現方法、計算機の構成、演
算方式について理解する。
2.情報科学や計算機科学について関心
を持つ。

 １○
 ２○

 １○
 ２△

 １○
 ２◎

情報基礎II

計算機を利用するための基本ソフト
ウェアであるオペレーティングシス
テム：OSについて、現代のOSが備え
ている機能の基礎とその仕組みにつ
いて理解を深める。

1.現代のOSについて理解する。
2.OSへの関心が高まること。；

 １○
 ２○

 １○
 ２△

 １○
 ２◎

栽培汎論（実習を
含む）

人間の歴史の中で主要な位置を占め
てきた食べ物について、その生産の
仕組みを説明する。

1.主要農産物の生産について説明でき
る。
2.自然環境と農環境の関係を説明でき
る。
3.日常の食生活について関心を持つ。

 １◎
 ２○

 １○
 ２○

 １○
 ２○

農業環境論

世界各地の農業地帯に永い間営まれ
てきた歴史の上に作られた農法や文
化そして暮らしのあることを説明す
る。

1.世界の農業地帯を説明できる。
2.農業文化の多様性を説明できる。
3.身近な農業文化に関心を持つ。

 １◎
 ２○
 ３○

 １○
 ２○
 ３△

 １○
 ２○
 ３○

栽培演習

農山村に存在する多面的機能（自然
の物質的循環機能）を説明する。

1.農山村に存在する自然の物質的循環
機能を説明できる。
2.生物の多様性確保について説明でき
る。
3.身近な自然環境の保全について関心
をもつ。

 １◎
 ２○
 ３○

 １○
 ２○
 ３△

 １○
 ２○
 ３○

卒業研究



卒業研究

卒業論文の作成に向けて、各自の設
定したテーマに応じて、調査の方
法，論文の書き方および発表方法等
について指導を行う。

1.研究テーマについてのこれまでの先
行研究の概要・問題点を説明できる。
2.研究テーマについて、調査結果に基
づいて、自らの考えを論理的に、ま
た、わかりやすく述べることができ
る。
3.様々な問題について、主体的に考え
ることができる。4.研究成果を論文と
してとりまとめ，発表を行う。

 １○
 ２○
 ３○
 ４◎

 １○
 ２○
 ３○
 ４○

 １○
 ２◎
 ３◎
 ４◎

ＧＰ項目別到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）
総合的ＧＰ到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）


